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事 業 報 告 書  

(平成 22 年 4 月 1 日から平成 23年 3 月 31 日まで) 

 

 

Ⅰ 法人の概況 

 １ 設立年月日 平成 9年 8月 25 日 

   平成 21 年 4 月 1日から公益財団法人へ移行。 

 

 ２ 定款に定める目的 

   この法人は、地方公共団体又は公共的な団体が主催し、後援し、又は、協賛する地域  

の産業の振興発展、社会生活環境の整備、地域の文化・スポーツ・国際化等に関する活

動を支援し、もって地域社会の活性化に寄与すること、及びこれからの岐阜県を担う若

者の教育機会を経済的側面から支援し、もって人材の育成に寄与することを目的とする。 

 

 ３ 定款に定める事業内容 

（１）地域の産業の振興発展に関する活動の助成 

（２）地域の社会生活環境の整備に関する活動の助成 

（３）地域の文化・スポーツ・国際化等に関する活動の助成 

（４）前三号の活動に関する研修会及び講演会の開催並びに人材育成に関する活動の助成 

（５）奨学金の支給 

（６）その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

４ 所轄行政庁に関する事項 

岐阜県 知事 

 

 ５ 役員等に関する事項 

職 氏    名 常勤/非常勤の別 主な職業(平成 23 年 3月末現在) 

理 事 長 堀 江 博 海 非常勤 (株)十六銀行 取締役頭取 

専務理事 松 浦 陽 司 非常勤 (株)十六銀行 常務取締役 

常務理事 小 里  孝 非常勤 (株)十六ディーシーカード 取締役社長 

理 事 杉 山 幹 夫 非常勤 (株)岐阜新聞社 代表取締役会長  

理 事 細 江 茂 光 非常勤 岐阜市長 

理 事 堀   幹 夫 非常勤 岐阜女子大学 名誉学長 

監 事 岡 本 邦 孝 非常勤 (株)十六銀行 常勤監査役 

監 事 馬 渕 一 雄 非常勤 税理士・中小企業診断士 

評 議 員 國 井 武 彦 非常勤 國六（株） 代表取締役会長 

評 議 員 栗 本 利 泰 非常勤 岐阜市 理事兼市長公室長 

評 議 員 坂 井 達 英 非常勤 (株)十六銀行 法人営業部長 

評 議 員 篠 田 元 弘 非常勤 岐阜土地興業(株) 取締役社長 

評 議 員 高 橋 宗 男 非常勤 岐阜共栄(株) 取締役社長 

評 議 員 名 知 清 仁 非常勤 (株)十六銀行 経営企画部長 
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６ 職員に関する事項 

 

職員数 前期末比 

男 子 １名 0 名 

女 子 １名 0 名 

合 計 ２名 0 名 

 

 

Ⅱ 事業の状況 

 １ 事業の実施状況 

 （１）地域活性化活動支援事業 

 

ア 事業区分別件数と助成金額 

 事 業 区 分 助 成 件 数 
助 成 金 額 

（千円） 

１． 産業振興 6  820  

２． 社会生活環境整備 5  912  

３． 文化・スポーツ・国際化等 19  3,210  

４． 研修会及び講演会の開催並びに人材育成 5  380  

５． 合   計  35  5,322  

 

累計助成実績（平成 23 年 3 月 31 日現在）       456 件 1 億 6,394 万 5 千円 

 

イ 助成明細 

 

番号 助 成 先 事 業 名 助成金額(円) 

1 

高山市デンバー市姉妹都市提携 50 周年
記念事業実行委員会  
実行委員長  國島 芳明  

高山市デンバー市姉妹都市提携 50周年 
記念交流 

500,000 

2 
岐阜県オリエンテーリング協会 
会長  生田 喬也  

第２回アジアオリエンテーリング 
選手権大会 

100,000 

3 

岐阜県立海津明誠高等学校 
創立 90周年記念事業実行委員会 
実行委員長 安立 勇  

創立 90周年記念事業 150,000 

4 
可児市民第九合唱団 

団長 駒村 仁三  

創立 10 周年記念 第 3回定期演奏会 

オペラ「カルメン」 

100,000 
 

5 
日本色彩学会 第 41回全国大会 
実行委員会 実行委員長 林 英光 

日本色彩学会第 41回全国大会＜岐阜＞ 100,000 

6 
鳳凰座歌舞伎保存会 
会長  曽我 軍二 

鳳凰座歌舞伎定期公演 300,000 
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番号 助 成 先 事 業 名 助成金額(円) 

7 
岐阜チェコ夢のかけ橋コンサート 
実行委員会   代表  鹿野 実希 

岐阜チェコ夢のかけ橋コンサート 50,000 

8 

垂井町青少年吹奏楽団 
団長 富田 和明 

創立 30周年記念演奏会 100,000 

9 

N響メンバーによる演奏会実行委員会 
事務局長 河村 隆史 

N 響ハーピスト・早川りさことその仲間た
ちによる～華麗なるハープとチェロの調べ

……そしてアリア＆トーク～ 

100,000 

10 

大垣市金型産業「人材力」強化研究会  

事務局長  伊藤 政治 
インターモールド 2010 視察 40,000 

11 
えな「心の合併」プロジェクト 
代表 小板 順次 

ふるさとの映画制作 300,000 

12 
岐阜リトルシニア野球協会 
会長  中田 一貞 

姉妹都市リトルリーグ 
ベースボール交流プログラム 

200,000 

13           （ 辞退により欠番 ）   

14 
花の街えな 
代表 丸山 朝夫 

『花の街えな』環境美化 70,000 

15 
「おにごっこ」運動推進委員会   
会長 中野 哲 

みずっきーと遊ぶ『鬼ごっこ』 50,000 

16 
羽島市音楽芸術協会  
会長 笠原 憲子 

日本コソボ国交樹立記念文化交流 
特別演奏会 in 羽島 

300,000 

17 
ふれあいごうど朝市運営協議会 
会長 日比野 憲司 

バラ祭りｉｎごうど 100,000 

18 ザ·太鼓 実行委員会 代表 牛込 進 ザ·太鼓 inセラミックパークMINO 200,000 

19 
特定非営利活動法人 夜叉ｹ池の会   
代表 渡邊 正明 

2010 夜叉ｹ池伝説マラニック 100,000 

20 
岐阜県スケート連盟   
会長 水野 正敏 

第 34 回全日本ジュニアスピードスケート
選手権大会兼世界ジュニアスピード 
スケート選手権大会代表選手選考競技会 

200,000 

21 
各務原文化コンソーシアム  
代表 北川 松男 

岐阜県警察音楽隊ふれあいコンサート 
With各務野吹奏楽アカデミー 350,000 

22 
鷺山まちづくり協議会   
代表 川嶋 武雄 

鷺山夏祭り大会   
鷺山本通り開催 5周年記念事業 

50,000 

23 
立志教育プロジェクト実行委員会   
実行委員長 井上 武 

立志教育支援フォーラム 2010 in 岐阜 100,000 

24 
郡上藩凌霜隊 140年記念事業 
実行委員会 委員長 山田 忠平 

郡上藩凌霜隊 140年記念事業 50,000 

25 
障がい者の文化交流の集い実行委員会  

委員長 渡辺 武子 

障がい者の文化交流の集い 
～この指とまれ～ 

200,000 

26 中津川市観光協会  会長 原 善一郎 中津川 ふるさとじまん祭 300,000 
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番号 助 成 先 事 業 名 助成金額(円) 

27 

郡上盛活グループ つくしん棒  
理事長 佐野 武 

郡上おどり無料休憩所整備  100,000 

28 
高山市立中山中学校創立 50周年記念 
事業実行委員会 委員長 剱田 廣喜 

高山市立中山中学校 
創立 50周年記念 

50,000 

29 
NPO法人 スイトミュージアム研究会  
理事長 名和 成範 

ウォータークリスマス  
ジャスト·ワンナイト·コンサート 2010 60,000 

30 
チェロコンサート 実行委員会   
実行委員長  坂井 一弘 

2011 チェロ・コンサート 100,000 

31 
Make：Ogaki Meeting  
実行委員会  会長 小川 信也 

Make：Ogaki Meeting 30,000 

32 
ひだ清見 イベント推進実行委員会 
会長 三尾 晴美 

感動のドラマ『はやぶさ』特別上映会 200,000 

33 
岐阜県自然共生工法研究会 
会長 河村 三郎 

清流ぎふ水環境シンポジウム 100,000 

34 
『四亭三亭』寄席実行委員会   
実行委員長 桑原 孝吉 

シティ·タワー 43 『四亭三亭』 300,000 

35 
中津川地球のステージ実行委員会  
実行委員長  加藤 雄一郎 

『地球のステージ』の開催 30,000 

36 岐阜市 岐阜ファミリーパーク苗木植樹 241,500 

なお、13番の事業は辞退による欠番となっており、22年度の助成件数は 35 件となります。 

  

 

 

 

（２）奨学金給付事業 

ア. 応募者数と奨学生数及び給付奨学金の実績 

（単位：人、千円） 

累計 

回次（年度） 応募者数 

新規 

奨学生数 

（Ａ） 

既存 

奨学生数 

（Ｂ） 

奨学生数 

（Ａ＋Ｂ） 

給付 

奨学金 奨学生数 
給付 

奨学金 

第 1回 

（平成20年） 
334 16 0 16 6,400 16 6,400 

第 2 回 

（平成21年） 
272 20 16 36 13,200 36 19,600 

第 3 回 

（平成22年） 
288 16 36 52 19,600 52 39,200 
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【第 3回奨学生の出身地別、出身高校別、進学大学別内訳】 

出身地 人数（人） 

岐阜市 4 

高山市 3 

多治見市 1 

関市 1 

美濃市 1 

可児市 1 

中津川市 2 

恵那市 1 

海津市 1 

本巣郡 1 
 

出身高校 

（50 音順） 
人数（人） 

恵那 1 

恵那南 1 

大垣商業 1 

可児 1 

加納 1 

岐阜商業 2 

岐阜農林 1 

坂下 1 

関 1 

多治見 1 

斐太 2 

飛騨高山 1 

美濃加茂 1 

武義 1 
 

進学大学 

（50 音順） 
人数（人） 

金沢大 1 

岐阜大 2 

京都大 1 

久留米大 1 

中央大 1 

中部学院大 1 

筑波大 1 

富山大 1 

名古屋大 2 

名古屋市立大 1 

新潟大 1 

浜松医科大 1 

三重大 １ 

山口大 １ 
 

 

 

 

イ 平成 22 年度奨学生の募集から決定･支給まで 

 平成 22 年 2 月 1日 平成 22 年度奨学生募集開始 

 4 月 7日 募集締切（有効応募総数 288 人） 

 4 月 27 日 第一次選考通過者 30 名を選考 

 5 月 13 日 平成 22 年度 第 1回奨学生選考委員会 

＜選考委員名＞  （役職は当時） 

本田修也委員 （元岐阜高校校長） 

水野秀則委員 （岐阜県教育委員会 総合教育センター長） 

加藤弘和委員 （岐阜市教育委員会 学校指導課長） 

太田裕之委員 （十六銀行法人営業部長） 

名知清仁委員 （十六銀行経営企画部長） 

 21 日 面接対象者 20名を選考 

 29 日 第 2 回選考委員会…面接実施、奨学生候補者 16名を選考 

 31 日 候補者 16 名を奨学生に決定 

 6 月 17 日 奨学金振込 

 8 月 30 日 奨学生決定証書授与式 

 

ウ 平成 23 年度奨学生の募集 

 平成 22 年 10 月 15 日 理事会において奨学金給付事業実施の承認 

（16 名に対し年額 40 万円を４年間支給） 
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平成 23 年 1 月 20 日 マスコミおよびホーム・ページで募集を公表 

 1 月 23 日 岐阜新聞・中日新聞へ募集の広告 

 2 月 1日 募集開始(募集期限 平成 23 年 4月 7日) 

 

２ 重要な契約に関する事項 

なし 

 

３ 役員会等に関する事項 

（１） 理事会 

①平成 22 年度臨時理事会（平成 22年 4月 22 日） 

 第 1号議案 定時評議員会の招集について 

 第 2号議案 平成 22・23 年度奨学生選考委員の選定について 

 

②平成 22 年度臨時理事会（平成 22年 5月 26 日） 

 議 案   平成 21 年度事業報告および決算承認の件 

 

③平成 22 年度第 1回定例理事会（平成 22 年 6 月 11 日） 

報告事項  理事長、専務理事、および常務理事の職務の執行の状況 

について 

  

      ④平成 22 年度臨時理事会（平成 22年 7月 20 日） 

第 1 号議案 常務理事の選定について 

第 2 号議案 奨学生選考委員の選定について 

 

⑤平成 22 年度臨時理事会（平成 22年 12 月 2日） 

第 1 号議案 花の苗木給付事業の実施及び同規程制定の件 

 

⑥平成 22 年度第 2回定例理事会（平成 23 年 2 月 3日） 

 第 1号議案 平成 23 年度事業計画および予算案等の承認の件 

 第 2号議案 「産学連携推進助成規程」改定の件 

報告事項  理事長、専務理事、および常務理事の職務の執行の状況 

について 

 

（２） 評議員会 

①平成 22 年度定時評議員会（平成 22 年 6 月 11 日） 

 第 1号議案 平成 21 年度計算書類等の承認について 

 報告事項  平成 21 年度事業報告および事業報告の付属明細書の報告 

 

②平成 22 年度臨時評議員会（平成 22 年 7 月 7 日） 

第 1 号議案 浅野正清理事辞任に伴う補欠理事選任の件 

第 2 号議案 安藤龍治監事辞任に伴う補欠監事選任の件 

第 3 号議案 太田裕之評議員辞任に伴う補欠評議員選任の件 

 

（３） 監事会 

平成 22 年度監査会（平成 22年 5月 7日） 
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Ⅲ 法人の課題 

   自主財源の増強 

 

Ⅳ 決算後に生じた法人の状況に関する重要な事実 

なし 

 

以上 
  


